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研究成果の概要（和文）：新型コロナウイルス感染症により2020年春に学校休校措置が取られた。生活様式の変
化が学童の体格に与える影響を明らかにするために、大阪市立小・中学校の学校検診で抽出された高身長、低身
長、肥満、痩せについて、2018年度から2022年度までのコロナ流行前後の変化を学校毎に比較検討した。コロナ
流行により小学生の肥満児率は上昇し、高度肥満が増加したが、中学生の肥満率は一旦低下するも、リバウンド
で増加した。コロナ禍の体重増加への影響は、低年齢の学童に大きく影響を与えた。低身長と痩せ児童・生徒の
率は、コロナ流行後は低下傾向にある。新しい生活様式において、小児の体重管理は年齢毎に注意すべき重要な
課題である。

研究成果の概要（英文）：Schools in Japan were closed nationwide from March to May 2020 because of 
the COVID-19 pandemic. The school closure was thought to have affected the mental and physical 
health of many children. We investigated changes in school-age children’s physiques to determine 
effects of the COVID-19 lockdown and restrictions on school children’s health. Data were extracted 
from a database of school physical examinations in Osaka elementary and junior high schools from 
2018 to 2022. Obesity rates in elementary school students, particularly in boys, were significantly 
higher in 2020 when lockdown was implemented than in 2019. In junior high school students, obesity 
and underweight tended to be decreased in 2020. However, these rates rebounded and rose in 2021 when
 the lockdown was lifted. The lockdown due to the COVID-19 pandemic had an unfavorable effect on 
weight gain, particularly in young school-age children.

研究分野： 小児内分泌

キーワード： COVID-19　コロナ禍　学校検診　成長曲線　肥満　痩せ　低身長
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研究成果の学術的意義や社会的意義
新型コロナウイルス感染症による学校休校措置などの生活様式の変化が学童の体格に与える影響を明らかにする
目的で、大阪市立小・中学校の学校検診から高身長、低身長、肥満、痩せについて、コロナ流行前後の変化を検
討した。コロナ流行により小学生の肥満率は上昇し、高度肥満が増加した。中学生の肥満率は一旦低下したが、
その後リバウンドで増加した。コロナ禍の体重増加への影響は、低年齢の学童に大きく影響を与えた。低身長と
痩せ児童・生徒の率は、コロナ流行後は低下傾向にある。
今後も新たなパンデミックや生活様式の変化における小児の心身管理に対しては、成長段階を鑑みて年齢毎に十
分な注意と配慮が必要であることが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
① 2019年12月に中国湖北省武漢で発生した新型コロナウイルス感染症(COVID-19)は急速に

世界中に広がり、わが国においても2020年1月15日に最初の患者が報告されて以降、未曾

有の流行を迎えた。学校の休校や緊急事態宣言の発令、解除を経て現在もなお２波や３

波の脅威に晒されている。自宅待機や遠隔授業により、友人との交流機会の途絶を余儀

無くされ、社会的弱者の子ども達が一番被害を被っている。学校が再開しても、体調不

良から登校できず、児童・生徒の心身的な訴えは増加し、いわゆる“コロナ鬱”が子ど

も達にも浸透していると考えられるが、詳細な実態は不明である。 

 

② OECD加盟国の中でも、本邦は小児の相対的貧困が極めて高い（内閣府（2019）「子ども・

若者白書」）。申請者らは2015年度から、大阪市教育委員会と協力して、小学生と中学生

の肥満と痩せの分布を地域別に比較検討し、平均肥満度はその地域の平均年収と負の相

関があることを報告した。（Takaya J et al. Regional disparities in obesity/emaciation 

and income in schoolchildren in Osaka City. Pediatr Int. 2018, 60(8):743-749. コ

ロナ禍での社会経済の混乱から家族の収入が途絶え、小児の貧困がさらに増悪したこと

は想像に難くない。 

 

③ 一方、2016年度から学校保健安全法施行規則の一部改正に伴い、学校健康診断における

身長と体重の測定値に基づき身長・体重成長曲線と肥満度曲線を作成して、個々の児童

生徒等の成長を評価することが必要になった。コロナ禍において、成長曲線と肥満度曲

線を評価することは、子どものこころと体の健康を維持するうえで極めて重要である。

しかしながら、子どもの健康診断と評価の結果を踏まえて、学校全体の健康課題の抽出

や分析、それに対する取り組み、またその到達具合を検証するに当たり、学校保健委員

会や教職員と学校医との連携が充分に円滑化されていない点に問題があると考えられる。 

 
 
 
２．研究の目的 
 

新型コロナウイルス感染症の影響で、2020 年 3 月から 5月に全国の小中高等学校が一

斉休校となった。以降、断続的に休校や活動制限が行われ、児童・生徒の生活習慣や健

康への影響が懸念されている。ロックダウンが肥満を助長したとの報告が見られる。生

活様式の変化が学童の体格に与える影響を明らかにするために、学校検診による成長異

常の変化を新型コロナ感染症の流行前からと流行下ロックダウン期、流行下ロックダウ

ン後に分けて経時的に検討した。 

 
 
 
３．研究の方法 
 

大阪市教育委員会の協力を得て、大阪市立小・中学校の養護教諭に学校検診のデータの

提出を依頼した。学校検診で成長異常と抽出された高身長、低身長、肥満、痩せについ

て、2018 年度から 2019 年度の変化を新型コロナ流行前、2019 年度から 2020 年度の変化



を新型コロナ流行下ロックダウン期、2021 年度を新型コロナ流行下ロックダウン後とし

て学校毎の変化を対応のある t検定で統計解析を行った。 

 

 

 
 
４．研究成果 
 

小学生肥満児童の率はコロナ流行前に比べてコロナ流行後に増加し、男子で著明であっ

た。高身長の率はコロナ流行後も増加したが、ロックダウン経験期には低身長と痩せの

率は男女ともに低下した。 

 

 

 

 

 

中学生では、肥満生徒の率は、コロナ流行後ロックダウン期には一時低下し、特に高度

肥満女子の低下率が著明であった。痩せ生徒の率は男女ともに、小学生と同様にコロナ

流行後に低下した。しかし、ロックダウン後には、中学生の肥満のみならず、痩せと低

身長もリバウンド増加していた。 

ロックダウン期に中学生の高度肥満が減少したのは、 

１）自宅での食事摂取量が減った。 

２）クラブ活動が制限され、買い食いや友人同士での会食が減少した。 

ことが要因として考えられる。 
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コロナ流行により小学生の肥満児率は軽度、中等度、高度いずれも上昇し、特に高度肥

満が著増したが、中学生の肥満生徒の率はロックダウン期に一時低下し、ロックダウン

が開けるとリバウンド増加した。 
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ロックダウンをはじめ普段と異なる生活様式の体重増加への影響は、低年齢の学童に大

きく影響を与えた。低身長と痩せ児童・生徒の率は、コロナ流行によるロックダウン期

には低下することが判明した。 

今後も新たなパンデミックや生活様式の変化における小児の心身管理に対しては、成長

段階を鑑みて年齢毎に十分な注意と配慮が必要であることが明らかになった。 
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